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『観
音
冥
応
集
』
出
典
考

―
巻
第
三
８
話
を
例
と
し
て
―

一
　
は
じ
め
に

庶
民
教
化
に
尽
力
し
た
近
世
の
真
言
僧

。
蓮
体

（
王
ハ
六
三
～

一
七

一
工
Ｃ

が
編
纂
し
た

『
観
音
冥
応
集
』
（以
下
、
冒
（応
集
し

は
、
全
六

巻
十
二
冊

。
一
九
二
話
に
及
ぶ
観
音
霊
験
説
話
集
で
あ
る
。
本
書
の
研

究
は
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
説
話
の
出
典
な
ど
も
ほ
と
ん

ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
は
、
そ
う
し
た
中
か
ら

一
話
を
取

り
上
げ
、
出
典
及
び
そ
の
利
用
の
様
相
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
も
の

で
あ
る
。一

一　
説
話
の
出
典

取
り
上
げ
る
説
話
は
、
『
冥
応
集
』
巻
第
二
８
話

「和
光
ノ
方
便

ニ

依
テ
愛
執
ヲ
離
ル
ヽ
事
」
で
あ
る
。
あ
ら
す
じ
は
、
以
下
の
如
く
で
あ

Ｚつ
。上
総
国

。
高
滝
の
地
頭
が
、
娘
を
連
れ
て
熊
野
詣
で
を
す
る
。
熊
野

の
若
い
僧
が
、
こ
の
娘
に
恋
を
し
て
し
ま
う
。
僧
は
、
娘
に
対
す
る
執

着
心
を
払
う
よ
う
本
尊

・
権
現
に
祈
る
が
、
娘
の
面
影
が
忘
れ
ら
れ
な

山

崎

　

一厚

い
。

つ
い
に
僧
は
、
娘
を
追
い
か
け
て
上
総

へ
と
旅
立

つ
。
鎌
倉
を
過

ぎ
、
「
ム
ツ
ラ
」
と
い
う
所
で
便
船
を
待

っ
て
い
た
が
、
疲
れ
て
ま
ど

ろ
む
う
ち
に
次
の
よ
う
な
夢
を
見
る
。
僧
は
高
滝

へ
行
き
、
そ
こ
で
地

頭
に
再
会
す
る
。
出
発
し
よ
う
と
す
る
僧
を
地
頭
は
引
き
留
め
る
。
も

と
よ
り
そ
の
つ
も
り
で
あ

っ
た
僧
は
、
高
滝
に
留
ま
る
。
そ
し
て
、
娘

に
恋
文
を
送
り
続
け
、
娘
も
そ
れ
に
応
え
る
。
息
子
が

一
人
生
ま
れ
る

が
、
そ
の
こ
と
を
聞
い
た
地
頭
夫
妻
は
怒
り
、
娘
は
勘
当
さ
れ
て
し
ま

う
。
し
か
し
、
後
に
は
許
さ
れ
、
僧
も
地
頭
の
養
子
と
な
る
。
僧
は
鎌

倉

へ
代
官
と
し
て
赴
き
、
勤
め
を
果
た
す
よ
う
に
な
る
。
息
子
が
十
三

歳
に
な

っ
た
時
、
元
服
の
た
め
に
親
子
で
鎌
倉

へ
行
く
こ
と
に
な
る
。

船
で
海
を
渡

っ
て
い
る
際
、
波
風
が
激
し
く
な
り
、
息
子
は
船
か
ら
落

ち
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
慌
て
騒
い
で
い
る
う
ち
に
、
目
が
覚
め
る
。
望

み
が
叶

っ
て
栄
え
て
も
、
そ
れ
は

一
瞬
の
夢
で
あ
り
、
喜
び
が
あ

っ
た

と
し
て
も
、
悲
し
み
も
ま
た
あ
る
の
だ
、
と
僧
は
悟
る
。
そ
の
後
、
僧

は
熊
野
に
引
き
返
し
、
激
し
い
修
行
に
打
ち
込
む
。

こ
の
説
話
は
、
す
で
に

『
沙
石
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る

（巻
第

一

９
話
）。
『
冥
応
集
』
の
説
話
題
目
は
、
『沙
石
集
』
の

「
和
光

ノ
方
便
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ニ
ヨ
リ
テ
妄
念

ヲ
止
事
」
（梵
舜
本
）
に
近
似
し
、
説
話

の
本
文
も

『沙
石
集
』
に
大
き
く
重
な
る
。
ま
た
、
『
冥
応
集
』
巻
第

一
１
話

「観

自
在
菩
薩
本
説
ノ
事
」
に
お
け
る

「援
引
書
目
」
の
中
に
は
、
『
沙
石

集
』
の
名
が
あ
る
。
以
上
の
点
か
ら
見
て
、
右
の
説
話
の
出
典
は

『
沙

石
集
』
と
認
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

前
述
の

「援
引
書
目
」
に
名
が
挙
が

っ
て
い
る
以
上
、
『
冥
応
集
』

の
出
典
と
し
て

『
沙
石
集
』
を
指
摘
す
る
こ
と
自
体
に
、
さ
ほ
ど
意
味

は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
沙
石
集
』
は
、
近
世
に

盛
ん
に
出
版
さ
れ
、
広
く
受
容
さ
れ
て
い
た
作
品
で
も
あ
る
。
『
冥
応

集
』
は
、
近
世
に
お
け
る

『
沙
石
集
』
享
受
の

一
例
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
し
、
中
世
の
説
話
が
近
世
に
ど
の
よ
う
に
変
容
し

て
い
っ
た
の
か
を
見
て
い
く
上
で
も
、
格
好
の
サ
ン
プ
ル
に
な
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
出
典
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
だ
け
で
な
く
、
ど
の

よ
う
な
系
統
の

『沙
石
集
』
が
利
用
さ
れ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
形
で

『
沙
石
集
』
の
説
話
は
取
り
込
ま
れ
た
の
か
、
そ
の
結
果
を
含
め
て
、

『
冥
応
集
』
に
お
け
る
説
話
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
付
与
さ
れ
る
こ

と
に
な

っ
た
の
か
、
な
ど
が
検
証
さ
れ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

よ
う
な
事
例
を

一
つ
一
つ
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
『
冥
応
集
』
と

い
う
作
品
全
体
の
特
質
と
と
も
に
、
『
沙
石
集
』
受
容
の
具
体
相
も
明

ら
か
に
な

っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

〓
一　
蓮
体
が
利
用
し
た

『
沙
石
集
』

ま
ず
、
『
冥
応
集
』
編
纂
に
際
し
、
蓮
体
が
利
用
し
た

『
沙
石
集
』

に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
『
沙
石
集
』
は
伝
本

が
多
く
、
内
容

。
本
文
の
異
同
も
複
雑
で
あ
る
。
な
お
、
確
認
し
得
た

伝
本
は
以
下
の
通
り
。
広
本
系

（十
二
帖
本
）
が
俊
海
本

。
米
沢
本

・

元
応
本

・
藤
井
本
。
広
本
系

（十
帖
本
）
が
梵
舜
本

・
内
閣
文
庫
本

・

阿
岸
本
。
略
本
系
が
長
享
本

。
神
宮
文
庫
本

・
岩
瀬
文
庫
本

。
中
央
大

学
本

・
慶
長
十
年

（
エ
ハ
〇
五
）
刊
古
活
字
十
二
行
本

・
同
年
刊
古
活

字
十
行
本

・
元
和
二
年

（
三
全

六
）
刊
古
活
字
本

・
正
保
四
年

（
一

六
四
七
）
刊
整
版
本

。
天
和
三
年

（
三
ハ
八
一こ

刊
整
版
本

・
貞
享
三
年

２

六
八
工Ｏ

刊
整
版
本
。

『
冥
応
集
』
の
成
立
し
た
時
代
か
ら
す
れ
ば
、
近
世
に
出
版
さ
れ
た

も
の
を
用
い
て
い
る
可
能
性
が
、
ま
ず
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
『
平

治
物
語
』
巻
下

「頼
朝
生
捕
ら
る
る
事
付
け
た
り
常
葉
落
ち
ら
る
る
事
」

を
出
典
と
す
る

『
冥
応
集
』
巻
第
二
１６
話

「義
朝
ノ
妻
常
盤
観
音
ヲ
念

シ
テ
母
子
共

二
安
穏
ナ
ル
事
」
の
本
文
は
、
半
井
本
や
金
刀
比
羅
本
よ

り
も
、
圧
倒
的
に
古
活
字
本
や
整
版
本
に
近
い
。
こ
の
事
実
は
、
蓮
体

が
用
い
た
資
料
に
つ
い
て

一
つ
の
道
筋
を
示
し
て
い
る
が
、
や
は
り
、

実
例
に
即
し
て
確
認
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
前
掲

『
冥
応
集
』
巻
第
二
８
話

「和
光
ノ
方
便

二
依
テ

愛
執
ヲ
離
ル
ヽ
事
」
と
と
も
に
、
巻
第
二
２６
話

「
観
音
ノ
垂
逃
ヲ
軽

ン

ジ
テ
罰
ヲ
蒙

ル
事
」
も
取
り
上
げ
る
。
巻
第
二
２６
話
は
、
本
文
中
に



「
沙
石
集
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
『
沙
石
集
』
利
用
が
明
ら
か
な

一
話
で

あ
る
。
そ
の
出
典
は
、
『
沙
石
集
』
巻
第

一
１０
話

「浄
土
門
ノ
人
神
明

ヲ
軽
テ
蒙
罰
事
」
（梵
舜
本
）
で
あ
る
。
こ
の
二
話
か
ら
、
蓮
体
が
利

用
し
た

『
沙
石
集
』
に
つ
い
て
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
例
を
、
そ
れ
ぞ

れ

一
つ
挙
げ
て
み
る
。

『
冥
応
集
』
巻
第
二
８
話
の
例
は
、
僧
が
夢
の
中
で
高
滝
の
地
頭
と

再
会
し
た
際
、
地
頭
が
発
し
た

「
何

ニ
シ
テ
下
り
玉
ヒ
タ
ル
ゾ
」
と
い

う
言
葉
で
あ
る
。
こ
の

『
冥
応
集
』
の
本
文
に

一
致
す
る
の
は
、
略
本

系
の
岩
瀬
文
庫
本
や
刊
本
類
で
あ
る
。

『
冥
応
集
』
巻
第
二
２６
話
の
例
は
、
　
卜
死
一舞
嘔
一卿
糾
ル
雑
試
牡
気

デ、
鰤

匠
が
念
仏
を
勧
め
る
場
面
の

一
節
で
、
「年
来
ノ
師
匠

学
生
、
善
知
識

ニ
テ
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
完
全
に
重
な
る
の
は

（振
り
仮

名
は
除
く
）、
慶
長
古
活
字
十
二
行
本

・
元
和
古
活
字
本

。
正
保
四
年

刊
本

。
天
和
三
年
刊
本

・
貞
享
三
年
刊
本
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
略
本
系

で
、
か
つ
刊
本
で
あ
る
。

取
り
上
げ
た

『
冥
応
集
』
の
二
話
に
つ
い
て
は
、
『
沙
石
集
』
と
完

全
に
は

一
致
し
な
い
。
蓮
体
は
、
『
沙
石
集
』
を
利
用
し
て
い
る
の
で

あ
り
、
そ
の
忠
実
な
写
し
を
作
成
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、

当
然
の
こ
と
で
は
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
二
話
全
体
を
比
較
し
て
み
る

と
、
『
冥
応
集
』
の
本
文
は
、
略
本
系

『沙
石
集
』
に
近
い
こ
と
が
判

明
す
る
。

『沙
石
集
』
諸
本
を
す
べ
て
確
認
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
『
冥
応

集
』
編
纂
に
際
し
蓮
体
が
使
用
し
た
本
を
、　
一
つ
に
特
定
す
る
こ
と
は

現
時
点
で
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
右
に
挙
げ
た
例
か
ら
見
て
、

や
は
り
、
当
時
出
版
さ
れ
て
い
た

『沙
石
集
』
を
利
用
し
た
可
能
性
が

一局
い
。

四

『
冥
応
集
』
説
話
の
特
質

『
沙
石
集
』
巻
第

一
９
話
で
は
、
件
の
僧
の
説
話

（以
下
、
仮
に

コ
局

滝
説
話
」
と
呼
ぶ
）
の
後
に
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
量
の
、
夢
に
関
す
る
記

述
が
続
く
。
こ
の
部
分
は
、
い
わ
ゆ
る
説
話
評
論
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

『
沙
石
集
』
巻
第

一
９
話
は
、
前
半
の
高
滝
説
話
と
、
後
半
の
説
話
評

論
か
ら
成
る
の
で
あ
る
。

説
話
評
論
は
、
さ
ら
に
い
く

つ
か
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

試
み
に
略
本
系
に
よ
り
列
記
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る

（以
下
、

『沙
石
集
』
の
引
用
は
正
保
四
年
刊
本
に
拠
る
。
振
り
仮
名
は
省
略
。
句
読
点

は
私
）。

①

コ
日
荘
周
ガ
片
時
ノ
眠
ノ
中

二
胡
蝶
卜
成
テ
…
」
、
②

「
凡
ソ
三

界
ノ
輪
廻
四
生
ノ
転
変
、
皆
是
無
明
ノ
眠
ノ
中
ノ
妄
想
ノ
ュ
メ
ナ
リ
。

サ
レ
ハ
円
覚
経

ニ
ハ
…
」
、
③

「古
人
云
…
」
、
④

「
梁
ノ
武
帝
ノ
時
ム

サ
ウ
有
ケ
リ
ー
」
、
⑤

「法
相

ニ
ハ
常

ノ
ュ
メ
ト
思

ヘ
ル
ハ
…
」
、
⑥

「
楽
天
云
…
」
、
⑦

「
又
イ
ハ
ク
…
」
、
③

「荘
子

二
云
…
」
、
⑨

「梵
網

一不
と
、
⑩

「唯
識
論
云
…
」
、
⑪

「慈
恩
大
師

ハ
…
」
。

『荘
子
』
を
出
典
と
す
る
有
名
な
故
事
か
ら
始
ま
り
、
以
降
、
畳
み

か
け
る
よ
う
に
、
夢
に
関
す
る
経
典
な
ど
の
文
言

・
説
話
が
綴
ら
れ
て

い
く
。
こ
の
説
話
評
論
は
、
『
沙
石
集
』
諸
本

で
若
干
の
出
入
り
は

―- 68 -―



あ

っ
て
も
、
必
ず
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、

『
沙
石
集
』
の
高
滝
説
話
は
、
現
実
と
夢
と
の
関
係
を
示
す
具
体
的
な

例
証
と
し
て
の
側
面
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

類
話
に
も
、
そ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
高
滝
説
話
の
類
話
と
し
て
は
、

『類
衆
既
験
抄
』
、
『金
玉
要
集
』
第
十
、
『直
談
因
縁
集
』
五
巻

（安
楽

行
日Ｕ

の
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
『
類
衆
既
験
抄
』
の

類
話
は
、
極
度
な
簡
約
化
、
あ
る
い
は
、
お
そ
ら
く
欠
損
な
ど
に
よ
っ

て
元
の
形
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
考
察
の
対
象
と
す
る
の

は
、
後
の
二
作
品
に
お
け
る
類
話
で
あ
る
。

『金
玉
要
集
』
の
高
滝
説
話
は
、
『
沙
石
集
』
巻
第

一
９
話
を
出
典
と

し
て
い
る
。
『金
玉
要
集
』
で
は
、
高
滝
説
話
に
続
い
て
夢
に
関
す
る

説
話
評
論

（④
⑤
は
除
く
。
注
９
参
昭
じ
が
記
さ
れ
て
お
り
、
構
成
の
点

で
も

『沙
石
集
』
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が

っ
て
、

『
金
玉
要
集
』
に
お
い
て
も
、
夢
に
つ
い
て
の
例
証
と
い
う
高
滝
説
話

の
性
格
は
、
保
た
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

『直
談
因
縁
集
』
は
、
法
華
経
直
談
の
因
縁

（説
話
）
の
集
成
で
あ

る
。
そ
の
依
拠
資
料
と
し
て
、
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も

の
に

『沙
石
集
』
が
あ
る
。
高
滝
説
話
も
、
『
沙
石
集
』
に
由
来
す
る

一
話
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
『直
談
因
縁
集
』
の
高
滝
説
話

の
場
合
、
件
の
説
話
評
論
が
付
い
て
い
な
い
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
『直
談
因
縁
集
』
の
高
滝
説
話
が
、
「夢

二
付
テ
」
と
い
う
文
言
で
始
ま
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「夢
」

を
説
明
す
る
説
話
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
説
話
評
論
こ

そ
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
夢
に
つ
い
て
の
例
証
で
あ
る
と
い
う
、

『
沙
石
集
』
に
お
け
る
高
滝
説
話
の
あ
り
方
が
、
こ
こ
に
は
反
映
さ
れ

て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
類
話
と
比
較
し
た
時
、
『
冥
応
集
』
の
高
滝
説
話
は
、
特

異
な
も
の
と
し
て
際
立

っ
て
く
る
。
ま
ず
、
『
冥
応
集
』
で
は
、
『沙
石

集
』
に
お
け
る
説
話
評
論
が
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な

く
、
『直
談
因
縁
集
』
と
は
異
な
り
、
説
話
が
夢
を
説
明
す
る
た
め
に

も
使
わ
れ
て
い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
説
話
の
内
容
自
体
が
、
夢
を
媒
介

に
し
て
悟
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
以
上
、
夢
の
要
素
が

一
掃
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
類
話
と
比
べ
る
と
、
『
冥
応
集
』

の
高
滝
説
話
と
夢
と
の
関
係
は
希
薄
に
な

っ
て
い
る
。

で
は
、
そ
の
こ
と
に
よ

っ
て
、
何
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
だ

ろ
う
か
。　
〓
一一口
で
一一一日
え
ば
、
そ
れ
は
観
音
霊
験
諄

へ
の
傾
斜
で
あ
る
。

『
冥
応
集
』
で
は
、
高
滝
説
話
の
後
に
、

実

ニ
ヨ
酬
因
剰
翻
淵
翻
捌
翻
酬
囲
司
劇
И
州
、
彼
ヲ
度
セ
ン
ト
テ
此

夢
ヲ
見
セ
玉
フ
ナ
ル
ベ
シ
。
（傍
線
稿
者
。
以
下
同
じ
）

と
い
う
、
熊
野
三
所
に
つ
い
て
触
れ
た

一
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
『
沙
石
集
』
２
局
滝
説
話
の
末
尾
に
あ
る

「和
光
ノ
御
方
便

ニ
テ

コ
ソ
有
ケ
メ
」
を
、
よ
り
具
体
的
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
『
冥
応
集
』
で
は
、
前
掲

「実

二
三
所

ハ
・こ

の

一
文
に

続
け
て
、
姪
欲
多
カ
ラ
ン
者
、
常

二
念
シ
テ
観
世
音
菩
薩
ヲ
恭
敬
ス
レ
バ
、

即
チ
欲
ヲ
離
ル
ヽ
コ
ト
ヲ
得
卜
説
玉

ヘ
ル
ハ
、
実
ナ
ル
カ
ナ
。
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が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

一
文
で
説
話
は
締
め
括
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
最
終
的
に
は
、
熊
野
三
所
の
本
地
仏
か
ら
観
音

へ
と
焦
点
が
絞
ら

れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
音
利
生
の
強
調
は
、
『
沙
石

集
』
を
含
め
た
類
話
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

右

の

一
文

に
記
さ
れ
る

「姪
欲
…
欲

ヲ
離

ル

ヽ
コ
ト
ヲ
得
」
は
、

『法
華
経
』
巻
第
八

・
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
の

「若
有
衆

生
。
多
於
姪
欲
。
常
念
恭
敬
。
観
世
音
菩
薩
。
便
得
離
欲
」
（岩
波
文

庫
に
拠
る
）
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
普
門
品
の
引
用
と
い
う
こ
と

か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の

一
文
が
加
わ
る
こ
と
で
、
『
冥
応
集
』
の

高
滝
説
話
は
、
観
音
霊
験
諄
の
装
い
を
確
実
に
ま
と
う
こ
と
に
な
る
。

高
滝
説
話
が
本
来
持

っ
て
い
た
夢
と
の
密
接
な
関
係
か
ら
は
乖
離
し
て

し
ま

っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
『
冥
応
集
』
に
お
け
る

一
話
と
し
て
は
、

相
応
し
い
も
の
に
な

っ
た
と
い
え
る
。

西
国
三
十
三
所
巡
礼
の
第

一
番
目
が
熊
野
那
智
の
如
意
輪
観
音
で
あ

る
こ
と
な
ど
、
熊
野
と
観
音
に
は
強
い
結
び
付
き
が
あ
る
。
蓮
体
は
、

始
ま
り
と
終
わ
り
が
熊
野
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
沙
石
集
』
の
高
滝
説

話
に
観
音
霊
験
諄
と
し
て
の
利
用
価
値
を
認
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
観
音
霊
験
諄
に
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
す
べ
く
、
操
作
を
加
え

て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
の
説
話
が
、
収
録
さ
れ
る
作
品
に
応
じ
て
主
張
を
変
化
さ
せ
る

の
は
、
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
『
冥
応
集
』
の
中
の

一
話
な
の
だ
か

ら
、
観
音
関
係
の
説
話
に
読
み
替
え
ら
れ
て
い
る
の
も
当
然
の
こ
と
で

は
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
沙
石
集
』
以
来

（あ
る
い
整
局
滝
説
話
の

生
成
以
来
）
の
あ
り
方
か
ら
す
れ
ば
、
『
冥
応
集
』
の
高
滝
説
話
に
お
け

る
意
味
付
け
の
変
化
は
、
大
き
な
転
換
で
あ

っ
た
と
認
め
て
よ
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

五
　
美
文
調
の
出
典

『
冥
応
集
』
の
高
滝
説
話
に
は
、
さ
ら
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
美
文
調
の
表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
部
分
は
、
『
沙
石
集
』
は
も
ち
ろ
ん
、
『金
玉
要
集
』
や

『直
談
因
縁
集
』
に
も
な
い
。
『
冥
応
集
』
で
新
た
に
付
加
さ
れ
た
も
の

と
見
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
表
現
に
も
出
典
が
見
出
せ

る
の
か
、
以
下
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
、
僧
が
娘
に
恋
い
焦
が
れ
、
上
総

へ
行
こ
う
と
決
心
す
る
所
を
、

『
冥
応
集
』
で
は
、

何
事
ヲ
モ
覚

ヘ
ザ
リ
ケ
レ
バ
、
①
群
シー

ノレ‐
州
ス‐

ノレ‐
計
対
冽
判
アー
列

ヽ

負
打
掛
テ
ア
ク
ガ
レ
出
デ
、
上
総
ノ
国

ヘ
ゾ
下
リ
ケ
ル
。

と
表
現
し
て
い
る
。
出
典
の

『
沙
石
集
』
で
は
、
傍
線
部
は

「
忍
カ
タ

ク
シ
テ
、
心
ノ
ヤ
ル
カ
タ
ト
」
で
あ
り
、
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

こ
の
美
文
調
は
、
実
は

『太
平
記
』
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
。
傍
線

部
①
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
挙
げ
る

『
太
平
記
』
巻
第
二
十

「義
貞
首

懸
二
獄
門
・事
付
勾
当
内
侍
事
」
に
、
同
じ
表
現
が
見
え
る
。
勾
当
内
侍

に
恋
い
焦
が
れ
る
新
田
義
貞
の
心
情
を
表
す
た
め
に
、
①
は
使
わ
れ
て

い
る
。
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〔新
田
義
貞
は
〕
朝
ヨ
リ
夙

二
帰
リ
テ
モ
、
風
カ
ナ
リ
シ
面
影
ノ
、

ナ
ヲ
コ
ヽ
モ
ト
ニ
ア
ル
心
迷

二
、
世
ノ
態
人
ノ
云
カ
ハ
ス
事
モ
心

ノ
外
ナ
レ
バ
、
イ
ツ
ト
ナ
ク
ヲ
キ
モ
セ
ズ
宗
モ
セ
デ
夜
ヲ
明
シ
日

ヲ
暮
シ
テ
、
①
司
沼
引
創
到
轡
悧
創
到
「
割
剰
「
劇
引
到

ノ‐
刻

７‐

劃

創

酬

引

制

到

劃

■

コ

ヨ

刊

コ

引

司

、
ソ
ヾ
ヨ

一思

シ
ど
ヽヽ
給
フ
。

次
の

『
冥
応
集
』
の
例
は
、
僧
が
上
総
で
娘
の
父
親
で
あ
る
地
頭
に

引
き
留
め
ら
れ
、
目
論
見
通
り
に
娘
に
近
付
こ
う
と
す
る
箇
所
で
あ
る
。

本
ヨ
リ
ソ
ノ
心
ザ
シ
ナ
レ
バ
、
留
リ
テ
左
右
シ
テ
文

ニ
テ
心
ノ
中

ヲ
通
ジ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
娘
世

二
愧
シ
ゲ

ニ
テ
貌
打
赤
メ
タ
ル

ら
れ
て
く
る
手
紙
が
積
も
り
積
も

っ
た
の
で
、
と
う
と
う
娘
は
心
を
開

く
。
そ
れ
で
も
お
互
い
に
人
目
を
忍
ん
で
い
た
。
し
か
し
、

つ
い
に
は

結
ば
れ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
あ
た
か
も
恋
物
語
の

一
場
面
を
見

せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
が
美
文
に
乗

っ
て
展
開
し

て
い
く
の
で
あ
る
。

『沙
石
集
』
で
、
右
の
部
分
に
相
当
す
る
の
は
、

本
ヨ
リ
ソ
ノ
心
指
ナ
レ
バ
ト
ヾ
マ
リ
テ
、
ト
カ
ク
ウ
カ
ヾ
ヒ
ョ
リ

テ
、
忍
々
カ
ヨ
ヒ
ケ
リ
。
互
ノ
心
ザ
シ
ア
サ
カ
ラ
ズ
。
サ
ル
程

ニ

男
子

一
人
イ
テ
キ
ヌ
。

で
あ
る
。
『
冥
応
集
』
に
比
べ
、
極
め
て
淡
泊
な
表
現
で
あ
る
こ
と
が

一
目
瞭
然
で
あ
る
。

『
冥
応
集
』
の
②
は
、
娘
が
恥
ず
か
し
そ
う
に
顔
を
赤
ら
め
て
い
る

様
子
に
、
僧
が
い
よ
い
よ
思
い
を
募
ら
せ
て
い
く
部
分
に
使
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
と
同
じ
表
現
も
、
『太
平
記
』
巻
第
二
十

「義
貞
首
懸
二
獄

門
・事
付
勾
当
内
侍
事
」
に
見
え
る
。
勾
当
内
侍
を
恋
い
慕
う
新
田
義

貞
は
、
彼
女
の
様
子
を
見
て
、
宮
中
か
ら
退
出
す
る
こ
と
も
ま
ま
な
ら

ぬ
状
能
いに
陥

っ
て
い
る
。

〔勾
当
内
侍
の
〕
シ
ホ
レ
伏
タ
ル
ロ
Ⅲ
日
四
、
②
悧
「
剰
∃
到
∃
利
到

刊
翻
引
劉
『
洲
呵
倒
劇
澗
引
引
引
洲
悧
剣
１
列
列
レー
ヨーー‐‐目
馴
創
劉
刻
И

バ
、
中
廠
照
巖
縦
畷
義
鄭
コ
鄭
邪
「
畑
対
ロ
コ

マ‐教
融
駁
徹
後
服
馴

ス
テ‐
、
帰
ル
方
モ
サ
ダ
カ
ナ
ラ
ズ
、
淑
景
舎
ノ
傍
ニ
ヤ
ス
ラ
ヒ
兼

テ
立
明
ス
。

女
性
の

「気
色
」
を
形
容
す
る
も
の
と
し
て
②
が
記
さ
れ
て
い
く
と

渕
鰊
靭
亀
褥
討
研

卜
麒
形
凝
袢
峯
寃
糟

シ‐
「
、
深
ク
思
ヒ
入
タ
ル
体
ナ
リ
。
日
数
重
ナ
リ
テ
、
④
群
鄭
モ‐

傭
軸
愧
珈
礼
科
開

り
。
互
ノ
心
ザ
シ
モ
浅
カ
ラ
ザ
リ
ケ
ル
故
ヤ
ガ
テ
男
子

一
人
イ
デ

キ
ヌ
。
（四
角
囲
み
・
波
線
稿
者
。
以
下
同
じ
）

こ
れ
は
、
『
冥
応
集
』
の
高
滝
説
話
に
お
け
る
最
大
の
独
自
部
分
で

あ
る
。
当
該
部
分
の
内
容
は
、
「
僧
は
娘
に
何
度
も
手
紙
を
送
る
が
、

娘
は
浮
き
名
の
立

つ
こ
と
を
恐
れ
て
返
事
も
し
な
か

っ
た
。
な
お
も
送
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い
う
形
ま
で
、
『
太
平
記
』
と

『
冥
応
集
』
と
は
重
な

っ
て
い
る
。
ま

た
、
波
線
部
の
、
男
が
心
を
乱
し
て
い
る
と
い
う
点
も
共
通
し
て
い
る
。

さ
ら
に
付
け
加
え
る
と
、
『太
平
記
』
で
は
、
①
と
②
が
同
じ
場
面
に

記
さ
れ
て
い
る

（②
を
含
む
部
分
の
直
後
に
①
を
含
む
部
分
が
来
る
）。
以

上
の
点
か
ら
も
、
『
冥
応
集
』
の
当
該
部
分
に
、
『太
平
記
』
が
用
い
ら

れ
て
い
る
の
は
、
ほ
ぼ
確
実
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

僧
に
対
し
て
返
事
を
出
さ
ず
、
浮
き
名
が
立

つ
こ
と
を
恐
れ
る
娘
の

心
を
形
容
し
た
③
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
同
じ
表
現
は
、
『太
平
記
』

巻
第
十
五

「賀
茂
神
主
改
補
事
」
に
見
え
る
。
以
下
は
、
二
人
の
皇
子

（
＝
後
の
後
醍
醐

・
後
伏
見
）
が
、
賀
茂
の
神
主

。
基
久
の
娘
を
見
初
め
、

手
紙
を
送
る
場
面
で
あ
る
。

図
旧
Ｍ
目
圏
園
四
因
閤
日
、
［田
因
二
余
ル
程
二
成
ニ
ケ
リ
。
女
モ

最
物
ワ
ビ
シ
ウ
哀
ナ
ル
方

二
覚

ヘ
ケ
レ
ド
モ
、
③
吹
モ
定
ヌ
浦
風

二
靡
キ
ハ
ツ
ベ
キ
姻
ノ
末
モ
、
終

ニ
ハ
ウ
キ
名

二
立
ヌ
ベ
シ
ト
、

心
強
キ
気
色
ヲ
ノ
ミ
固
園
甲
一
ナ
シ
テ
、
早
年
ノ
三
年

ヲ
過

ニ
ケ

基
久
の
娘
は
、
送
ら
れ
て
き
た
手
紙
に
た
や
す
く
な
び
か
な
い
。

『
冥
応
集
』
で
も
、
②
の
後
に
は
、
「
度
々
文
ヲ
ヤ
リ
シ
ニ
返
事
ヲ
ダ

ニ

セ
ズ
」
と
、
地
頭
の
娘
が
な
び
か
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
冥

応
集
』
に
は
、
『
太
平
記
』
の
表
現
が
場
面
と
も
ど
も
取
り
込
ま
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

地
頭
の
娘
が
僧
の
恋
心
に
応
え
る
④
に
つ
い
て
も
、
果
た
し
て

『
太

平
記
』
巻
第
十
八

「春
宮
還
御
事
付
一
宮
御
息
所
事
」
の
、
尊
良
親
王

が
今
出
川
公
顕
の
娘
に
恋
文
を
送
る
場
面
に
、
同
じ
表
現
が
見
え
る
。

其
後
ヨ
リ
度
々
御
消
息
有
テ
、
曰
因
囲
田
日
口
Ⅲ
Ｍ
開
悧
］

④

刷
口
田
「
コ
訓
劉
劃
刷
Ｊ
刷
劃
「
∃
国
四
「
『
う
劇
刻
「
列
刑
ノレ‐

刻
二‐
引
引
レ‐
列
「
ノ‐
州
レ‐
バ
「
ノレ‐
硼
川
ノ‐
「
翻
二‐
ノ、‐
川
刻
Ｈ
馴
へ‐

ノレ‐
剣
倒
二‐
月
ン‐
囲
レ‐
列
州
「
引
レ‐
川
削
コ
ニ‐
川
副
列
引
ノ‐
固
団
「

ナ
シ
テ
、
月
比
過
サ
セ
給
ケ
ル
ニ
、

こ
の
後
、
尊
良
親
王
と
今
出
川
公
顕
の
娘
は
契
り
を
交
わ
す
と
あ
る

の
で
、
こ
こ
で
も
表
現
と
と
も
に
場
面
が
取
り
込
ま
れ
て
い
る
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

『
太
平
記
』
の
表
現
は
、
い
ず
れ
も
男
女
の
恋
愛
が
記
さ
れ
た
箇
所

に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
蓮
体
は
、
『
太
平
記
』
の
各
場
面
を
十
分
に

理
解
し
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
表
現
を

『
冥
応
集
』
に
転
用
し
、
再
構
成

し
て
い
る
と
見
て
よ
い
。

③
の
記
さ
れ
た

『
太
平
記
』
巻
第
十
五
、
④

の
記
さ
れ
た

『太
平

記
』
巻
第
十
八
の
例
に
は
、
四
角
囲
み
で
示
し
た
よ
う
に
、
と
も
に

「千
東
」
や

「
関
守
」
な
ど
、
同
じ
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
『
太
平
記
』

か
ら
の
取
り
込
み
に
際
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
共
通
点
も
考
慮
さ
れ
た

可
能
性
が
あ
る
。
蓮
体
は
、
『
太
平
記
』
と
い
う
作
品
を
、
熟
知
し
て

い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
美
文
を
付
け
加
え
た
意
図
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ

ろ
う
。
恋
愛
場
面
の
肥
大
化
は
、
説
話
の
末
尾
に
記
さ
れ
た

「姪
欲

多
」
き
こ
と
を
強
調
し
た
結
果
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
美
文
に
乗

っ
て
話
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
こ
は
読
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ま
せ
所

（も
し
、
説
法
の
場
で
実
際
に
用
い
て
い
た
の
な
ら
ば
、
聞
か
せ
所
）

に
も
な

っ
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
読
者

（聴

衆
）
を
引
き

つ
け
て
お
く
と
い
う
意
図
が
、
こ
の
美
文
調
に
は
認
め
ら

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ひ
る
が
え

っ
て
、
『沙
石
集
』
に
お
け
る
僧
と
娘
と
の
や
り
と
り
が

ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
と
、
先
ほ
ど
も
挙
げ
た
よ
う
に
、
非
常
に

あ

っ
さ
り
と
し
た
表
現
で
終
わ

っ
て
い
る
。
『
沙
石
集
』
に
お
い
て
は
、

夢
で
も

っ
て
現
世
の
は
か
な
さ
を
知
る
所
が
説
話
の
眼
目
で
あ
り
、
若

い
二
人
の
や
り
と
り
を
こ
と
細
か
く
記
す
必
然
性
は
な
か

っ
た
と
い
え

る
。
そ
れ
ゆ
え
に
シ
ン
プ
ル
な
表
現
で
も
よ
い
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

逆
に
、
そ
の
よ
う
な
箇
所
だ
か
ら
こ
そ
、
あ
れ
こ
れ
と
自
由
に
放
り
込

め
る
余
地
が
生
じ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
そ
の
隙
間
が
、
編
者

釜
呻り

手
）
で
あ
る
蓮
体
を
刺
激
し
、
『
太
平
記
』
の
表
現
を
使

っ
て
、
出
典

の

『
沙
石
集
』
に
は
な
い
場
面
を
構
築
さ
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

高
滝
説
話
の
例
は
、
『
沙
石
集
』
の
説
話
が
、
近
世
の
仏
教
説
話
集

（勧
化
本
）
の
中
で
ど
の
よ
う
に
変
貌
を
遂
げ
た
の
か
を
具
体
的
に
示

す
、
あ
る
い
は
、
説
法
の
場
で
ど
の
よ
う
な
形
で
語
ら
れ
て
い
た
の
か

を
想
像
さ
せ
る
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
美
文
調
を
始
め

と
す
る
表
現
に
関
し
て
は
、
作
品
全
体
を
見
渡
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

『
冥
応
集
』
以
外
の
蓮
体
の
著
作
、
あ
る
い
は
他
作
者
の
勧
化
本
の
存

在
も
、
当
然
視
野
に
入
れ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

エハ
　
お
わ
り
に

以
上
、
『
冥
応
集
』

の

一
説
話

の
出
典
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
ら
と

の
比
較
を
通
し
、
『
冥
応
集
』

に
お
け
る
出
典
利
用
の
具
体
相
を
浮
き

彫
り
に
し
て
み
た
。

出
典
と
の
関
係
だ
け
で
な
く
、
『
冥
応
集
』
を
め
ぐ

っ
て
は
、
ま
だ

ま
だ
考
察
す

べ
き
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。
小
論
は
、
そ
の
中
に
や

っ

と
足
を
踏
み
入
れ
た
程
度
の
試
み
で
あ
る
が
、
今
後

の
研
究

の
進
展
に

い
さ
さ
か
な
り
と
も
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸

い
で
あ
る
。

注（１
）
巻

一
～
三

（前
集
）
は
宝
永
二
年

（
一
七
〇
五
）
刊
、
巻
四
～
六

（後

集
）
は
同
三
年
刊
。
『冥
応
集
』

・
蓮
体
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
注
の
後

に

一
覧
の
形
で
挙
げ
た
。
な
お
、
本
稿
で
の

『
冥
応
集
』
の
引
用
は
、
『宝

永
版
本

観
音
冥
応
集

本
文
と
説
話
目
録
』
（後
掲

［先
行
研
究

一
覧
］
参

照
）
に
拠
る
。
引
用
に
際
し
、
振
り
仮
名
は
適
宜
省
略
し
た
。

（２
）岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
に
拠
る
。
俊
海
本
が

「或
僧
解
夢
覚
会

一
息
妄

念
事
」
で
あ
る
以
外
は
、
諸
本
ほ
ぼ
同
じ
。

（３
）安
田
孝
子
氏

「後
世
に
お
け
る

『沙
石
集
』
受
容
」
翁
説
話
文
学
の
研
究

撰
集
抄

・
唐
物
語

。
沙
石
集
』
所
収
　
平
成
９
　
和
泉
書
院
）、
廣
田
哲
通

氏

「『沙
石
集
』
の
受
容
と

『直
談
因
縁
集
ヒ

（『中
世
仏
教
文
学
の
研
究
』

所
収
　
平
成
１２
　
和
泉
書
院
）。

（４
）
広
本
系
は
古
本
系
、
略
本
系
は
流
布
本
系
と
も
称
さ
れ
る
。
『沙
石
集
』

諸
本
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
綱
也
氏

『沙
石
集
』
「解
説
」
（岩
波
日
本
古
典
文
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学
大
系
　
昭
和
４‐
）
。
小
島
孝
之
氏

『沙
石
集
』
「解
説
」
（小
学
館
新
編
日

本
古
典
文
学
全
集
　
平
成
１３
）
。
土
屋
有
里
子
氏

『内
閣
文
庫
蔵

『沙
石
集
』

翻
刻
と
研
究
』
（平
成
１５
　
笠
間
書
院
）
な
ど
を
参
照
し
た
。
刊
本
に
つ
い

て
は
、
小
林
忠
雄
氏

「沙
石
集
の
版
本
に
就
い
て
―
特
に
整
版
本

・
活
版
本

を
中
心
に
―
」
翁
国
学
院
雑
誌
」
６０
‐
６
　
昭
和
３４

・
６
）、
稲
垣
泰

一
氏

天
資
料
紹
介
〉
架
蔵
貞
享
二
年
版

『沙
石
集
』
に
つ
い
て
」
翁
説
話
」
１０

平
成
１２

・
２
）
な
ど
の
先
行
研
究
が
あ
る
。

（５
）
説
話
題
目
は
、
梵
舜
本

。
内
閣
文
庫
本

・
略
本
系
諸
本
が
、
ほ
ぼ
同
じ
。

（６
）
貞
享
三
年
刊
本
に
は
、
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
『
冥
応
集
』
巻
第
二
８

話
で

「高
滝

へ
尋
往
タ
リ
ケ
レ
バ
」
と
あ
る
部
分
は
、
ほ
と
ん
ど
の

『沙
石

集
』
諸
本
が

『
冥
応
集
』
と
同
じ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
貞
享
三
年
刊
本
だ

け
は

「高
瀧
へ
尋
ユ
キ
テ
ケ
レ
バ
」
と
す
る
。
も

っ
と
も
、
こ
の
例
だ
け
で
、

蓮
体
が
見
た
可
能
性
の
あ
る

『沙
石
集
』
か
ら
、
貞
享
三
年
刊
本
を
排
除
す

る
の
は
危
険
で
あ
ろ
う
。
他
の
説
話
に
関
し
て
も
、
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要

で
あ
る
。

（７
）澄
観
の

『大
方
広
仏
華
厳
経
随
疏
演
義
妙
』
巻
第
二
十
二

（大
正
蔵
三
六

‐６５
下
）
に
よ
れ
ば
、
漢
の
武
帝
と
善
元
夢
の
故
事
。
フ
一国
志
』
巻
第
二
十

九

（魏
書

・
方
技
伝
）
に
よ
れ
ば
、
魏
の
文
帝
と
周
宣
の
故
事

（コ
本
文
類

衆
』
巻
第
九
十
二

・
鳥
部
下

。
鴛
喬
に
も
）。

（８
）窺
基

（慈
恩
大
師
）
の

『成
唯
識
論
述
記
』
巻
第

一
本

（大
正
蔵
四
三
２４３

下
）
に
見
え
る
。

（９
）④
⑤
は
、
略
本
系
に
記
さ
れ
て
い
る
。
広
本
系

（十
帖
本
）
の
内
閣
文
庫

本
に
も
見
え
る
が
、
コ
異
書
云
」
と
し
て
巻
末
に
記
さ
れ
て
い
る

（岩
波
日

本
古
典
文
学
大
系

『沙
石
集
』
頭
注
に
指
摘
あ
り
）
。

（１０
）
『
日
光
天
海
蔵

直
談
因
縁
集

翻
刻
と
索
引
』
（平
成
１０
　
和
泉
書
院
）

の

「類
話

一
覧
」
参
照
。

（ｎ
）
『類
衆
既
験
抄
』
の
類
話
は
、
内
容
も
他
の
も
の
と
は
や
や
異
な
る
よ
う

で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

『沙
石

集
』
頭
注
に
指
摘
あ
り
。

（
・２
）
阿
部
泰
郎
氏

「
『直
談
因
縁
集
』
解
題
」
翁
日
光
天
海
蔵

直
談
因
縁
集

翻
刻
と
索
引
』
所
収
　
注
１０
参
照
）、
山
崎
淳

「
金
玉
要
集
』
と
類
話
」

今
日
本
古
典
文
学
史
の
課
題
と
方
法
』
所
収
　
平
成
１６
　
和
泉
書
院
）
参
照
。

な
お
、
『金
玉
要
集
』
は
、
梵
舜
本
に
近
似
す
る
本
文
を
有
し
て
い
る
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
前
掲
山
崎
論
考
、
近
本
謙
介
氏

「
唱
導
の
文
の
集
成
―

内
閣
文
庫
蔵

『金
玉
要
集
』
に
つ
い
て
」
翁
伝
承
文
学
研
究
」
５３
　
平
成

‐６

・
３
）
参
照
。

（・３
）近
本
謙
介
氏

「直
談
の
説
話
の
位
相
―
日
光
輪
王
寺
天
海
蔵

『直
談
因
縁

集
』
を
め
ぐ

っ
て
―
」
翁
山
辺
道
」
４‐
　
平
成
９

・
３
）
、
注
１２
阿
部
氏
解

題
参
照
。

（
・４
）
『直
談
因
縁
集
』
が
示
し
て
い
る

「夢
」
は
、
『法
華
経
』
巻
第
五

・
安

楽
行
品
第
十
四
の
末
尾
に
出
て
く
る
も
の
で
あ
る
。

（‐５
）
注
１２
阿
部
氏
解
題
で
は
、
高
滝
説
話
を

「む
し
ろ
そ
の

（山
崎
注

・
『沙

石
集
』
の
説
話
評
論
に
お
け
る
①
の
荘
周
の
故
事
の
）
本
朝
版
と
し
て
翻
案

さ
れ
た
創
作
説
話
と
い
う
べ
き
も
の
」
と
推
測
す
る
。

（‐６
）
以
下
、
『太
平
記
』
の
本
文
は
、
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系

（底
本
は
慶

長
八
年

［
一
六
〇
三
］
古
活
字
本
）
に
拠
る

（振
り
仮
名
は
省
略
）。
寛
文

十

一
年

（
一
六
七

一
）
刊
の
整
版
本

（『獅
太
平
記
し

な
ど
も
同

一
の
本
文

で
あ
る
。
な
お
、
小
学
館
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

『太
平
記
』
（底
本
は

水
府
明
徳
会
彰
考
館
蔵
天
正
本
）
と
比
較
し
て
み
る
と
、
や
は
り
古
活
字

本

・
整
版
本
の
方
が
、
『
冥
応
集
』
に
近
い
。

（‐７
）
『太
平
記
』
で

コ
心
レ
草
ノ
ヲ
フ

（生
ふ
と

と
あ
る
部
分
が
、
『
冥
応

集
』
で
は

「忘
レ
草
ノ
逢
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
出
典
と
の
相
違
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に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（‐８
）
『太
平
記
』
の
名
は
、
『
冥
応
集
』
の

「援
引
書
目
」
に
見
え
る
。
谷
垣

伊
太
雄
氏

「『太
平
記
』
か
ら

『後
太
平
記
』
・
『観
音
冥
応
集
ヒ

（後
掲

［先
行
研
究

一
覧
］
参
照
）
で
は
、
『冥
応
集
』
巻

一
１２
話

「楠
正
成
観
音
ノ

御
利
益
ヲ
蒙
ル
事
」
に
お
け
る

『太
平
記
』
利
用
に
つ
い
て
の
考
察
が
あ
る
。

（‐９
と
同
滝
説
話
に
限
ら
ず
、
『
冥
応
集
』
に
は
、
和
歌
的
な
表
現
を
用
い
た
美

文
調
が
日
立

つ
。
こ
う
し
た
表
現
は
、
『冥
応
集
』
の
特
徴
の

一
つ
で
あ
る

と
い
っ
て
よ
い
。
す
べ
て
の
美
文
に
つ
い
て
出
典
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
例
も
あ
る
。
第
二
節
で
触
れ
た

『
冥
応

集
』
巻
第
二
１６
話

「義
朝
ノ
妻
常
盤
観
音
ヲ
念
シ
テ
母
子
共

二
安
穏
ナ
ル

事
」
の
中
に
あ
る
、
「嵐

二
氷
ル
道
芝
ノ
…
」
を
含
む
表
現
は
、
出
典
で
あ

る

『平
治
物
語
』
巻
下

「頼
朝
生
捕
ら
る
る
事
付
け
た
り
常
葉
落
ち
ら
る
る

事
」
に
も
見
え
る
。
ま
た
、
『冥
応
集
』
巻
第
四
１０
話

「住
吉
石
地
蔵
ノ
因

縁
、
並

二
嶋
津
殿
先
祖
ノ
事
」
で
は
、
「草
葉

二
置
ル
露
ノ
身
ノ
・こ

で
始

ま
る
表
現
が
、
や
は
り
出
典
で
あ
る

『後
太
平
記
』
（延
宝
五
年

［
一
六
七

七
］
刊
）
巻
第
八

「和
田
和
泉
守
住
吉
石
仏
射
事
附
丹
後
局
之
事
」
に
見
え

る

（二
例
目
は
神
戸
説
話
研
究
会

。
二
〇
〇
六
年
五
月
十
三
日

・
小
林
直
樹

氏
発
表
資
料
に
拠
る
）。
こ
の
二
例
は
、
出
典
の
説
話
に
美
文
が
す
で
に
含

ま
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

［先
行
研
究

一
覧
］
（０
～
０
の
分
類
は
便
宜
的
な
も
の
で
あ
る
）

０

『観
音
冥
応
集
』

叢
書
江
戸
文
庫

『仏
教
説
話
集
成

［
一
置

（平
成
２
　
国
書
刊
行
会
）

西
田
耕
三
氏
解
題

堤
邦
彦
氏

「勧
化
本
概
説
」
翁
近
世
仏
教
説
話
の
研
究
』
平
成
８
　
翰

林
書
房
）

西
田
耕
三
氏

「近
世
説
話
集
１０
の
解
説
」
翁
国
文
学
」
４９
‐
５

［近
世

の
仏
教
説
話
］

平
成
１６

・
４
）

新
間
水
緒
氏

「古
本
説
話
集
下
巻
　
本
文
と
注
釈
―
第
五
十
三
話
―
」

翁
花
園
大
学
国
文
学
論
究
」
３２
　
平
成
１６

・
‐２
）

中
前
正
志
氏

「揺
ら
ぐ
檀
那
―
丹
波
国
穴
太
寺
縁
起
小
考
―
」
（京
都

女
子
大
学

「女
子
大
国
文
」
１３６
　
平
成
１６

・
‐２
）

谷
垣
伊
太
雄
氏

「
『太
平
記
』
か
ら

『後
太
平
記
』
・
『観
音
冥
応
集
ヒ

翁
樟
蔭
国
文
学
」
４２
　
平
成
１７

・
１
）

小
林
直
樹
氏

「霊
験
諄
の
都
市
的
変
容
―
蓮
体

『観
音
冥
応
集
』
の
役

行
者
説
話
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（都
市
問
題
研
究

「大
阪
市
と
ハ
ン
ブ

ル
ク
市
を
め
ぐ
る
都
市

・
市
民

・
文
化

・
大
学
」
報
告
書
　
第
３
分

冊
　
都
市
文
芸
の
東
西
比
較
　
平
成
１７

・
３
）

奥
智
鶴
氏

「『験
記
』
目
録
と
同
話

。
類
話
」
（神
戸
大
学

「国
文
論
叢

（特
集
　
長
谷
寺
研
究
と

３６
　
平
成
１８

・
７
）

神
戸
説
話
研
究
会
編

『宝
永
版
本

観
音
冥
応
集

本
文
と
説
話
目
録
』

（平
成
１８
　
和
泉
書
院
）
↓

「解
説
」
で
は
、
中
原
香
苗
氏
が

「蓮

体
の
生
涯
と
著
作
」、
山
崎
淳
が

「『
冥
応
集
』
の
性
格
」
を
担
当
。

②
蓮
体
行
武
善
胤
氏

『霊
雲
叢
書
解
題
』
（大
正
５
　
丙
午
出
版
社
）

内
海
幽
水
氏

「近
松
雑
話

（
一
と

（「週
刊
朝
日
」
２
１
１６
　
大
正
１１

・

１０

ｏ
８
）

宇
田
川
文
海
氏

「近
松
翁
と
密
教
の
高
僧
０
～
回
」
令
週
刊
朝
日
」
３

１
２
～
５
　
大
正
１２

・
１

・
１
～
２‐
）
↓

「早
稲
田
文
学
」
２５０

（大

正
１５

・
‐１
）、
鈴
木
行
三
氏
編
著

『戯
曲
小
説
近
世
作
家
大
観
』
（昭
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和
８
　
中
文
館
書
店
）
に
再
録
。

上
田
進
城
氏

「蓮
体
和
尚

（上
）
～

（下
と

（「密
宗
学
報
」
１４３
～
‐４５

大
正
１４

・
６
～
８
）

上
田
覚
城
氏

「蓮
体
和
尚
行
状
記
」
（
昭
遍
和
尚
全
集
』
第
六
輯
　
昭

和
７
　
同
全
集
刊
行
会
）

土
橋
真
吉
氏

『河
内
先
哲
伝
』
（昭
和
１７
　
全
国
書
房
）

上
田
霊
城
氏

「近
世
真
言
宗
の
庶
民
教
化
―
来
世
信
仰
―
」
∩
密
教
文

化
」
９９
　
昭
和
４７
）

信
多
純

一
氏

「阿
閣
梨
契
沖
伝
漫
考
」
翁
近
世
大
阪
藝
文
叢
談
』

昭

和
４８
　
中
尾
松
泉
堂

。
赤
尾
照
文
堂
）

上
田
霊
城
氏

『浄
厳
和
尚
伝
記
史
料
集
』
（昭
和
５４
　
名
著
出
版
）

『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
六
巻

。
「蓮
体
」
の
項

（信
多
純

一
氏
執

筆
　
昭
和
６０
　
山石
波
書
店
）

石
田
晋

一
氏

「蓮
体
和
尚
年
譜
稿
」
翁
み
を
つ
く
し
」
４
　
昭
和
６‐

．

７
）

信
多
純

一
氏

「逸
せ
ら
れ
た
近
松
の
逸
話
」
∩
演
劇
研
究
会
会
報
」
２４

平
成
１０

。
７
）

『河
内
長
野
市
史
』
第
二
巻
　
本
文
編
　
近
世

（平
成
１０
　
河
内
長
野

市
）

上
田
霊
城
氏

『浄
厳
大
和
尚
行
状
記
』
（平
成
１１
　
霊
雲
寺

・
延
命
寺
）

羽
生
紀
子
氏

「大
坂
出
版
界
の
具
体
相
―
西
鶴
の
周
辺
―
」
翁
西
鶴
と

出
版
メ
デ
ィ
ァ
の
研
究
』
第
二
章
　
平
成
１２
　
和
泉
書
院
）

小
林
直
樹
氏

「塚
田
報
告
へ
の
コ
メ
ン
ト
」
∩
都
市
文
化
研
究
」
１

平
成
１５

。
３
）
↓
同
コ
メ
ン
ト
は

Ｗ
ｅ
ｂ
上

（〓
〓

ミ̈
て
く
≦
〓
・

ｏ
∽”
″
”
‐ｏ
●
”
９
一０
ヽ
Ｃ
Ｏ
刀
０
ヽ
０
”
一“
ヽ
も
０
喘Ｉ
Ｎ”
∽∽，
一
ｏ
ドヽ

ド∞
―
ドΦ
ｏｏ
コ
イ

ヨ
ｏ
ユ
も
Ｒ
）
に
公
開
。

中
山

一
麿
氏

「
三
宝
院
流
偽
経
生
成
の

一
端
―
随
心
院
蔵

『
即
身
成
仏

経
』
と
そ
の
周
辺
―
附

・
随
心
院
蔵

『録
外
秘
密
経
軌
目
録
ヒ

（二

〇
〇
四
年
度
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
共
同
研
究
報
告
書

『小

野
随
心
院
所
蔵
の
密
教
文
献

。
図
像
調
査
を
基
盤
と
す
る
相
関
的

・

総
合
的
研
究
と
そ
の
探
求
』

平
成
１７

・
３
）

平
成
１８
年
度
資
料
館
秋
季
特
別
展

『元
禄
の
高
僧
　
浄
厳
と
蓮
体
―
河

内
か
ら
江
戸
へ
―
』
（平
成
１８

・
‐０
　
河
内
長
野
市
立
郷
土
資
料
館
）

『観
音
冥
応
集
』
以
外
の
蓮
体
の
著
作

（含
翻
刻
）

『壁
断
通
俗
破
石
集
』
翁
説
教
学
全
書
』
第
四
編
　
明
治
期
　
法
蔵
館
）

↓
国
立
国
会
図
書
館

。
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
て
ｗ
ｅ
ｂ

上
で
の
閲
覧
が
可
能
。

『真
言
開
庫
集
』
（
真
言
宗
安
心
全
書
』
上
　
大
正
２
　
エハ
大
新
報
社
、

『国
文
東
方
仏
教
叢
書
』
二
輯
三
巻
講
説
部
　
大
正
５
　
東
方
書
院
）

↓
国
立
国
会
図
書
館

。
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
て
明
治
１０

年
刊
本
の
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
の
閲
覧
が
可
能
。

『光
明
真
言
金
壺
集
』
（
真
言
宗
安
心
全
書
』
下
　
大
正
３
）

『秘
密
安
心
往
生
要
集
』
（
真
言
宗
安
心
全
書
』
下
　
大
正
３
、
『近
世

仏
教
集
説
』

大
正
５
　
国
書
刊
行
会
）

『宝
筐
印
陀
羅
尼
経
和
解
秘
略
釈
』
（
近
世
仏
教
集
説
』

大
正
５
）

三
好
龍
肝
氏

『真
言
密
教
霊
雲
寺
派
関
係
文
献
解
題
』
（昭
和
５‐
　
国

書
刊
行
会
）

塚
田
晃
信
氏

「蓮
体
の
破
石
集
―
近
世
唱
導
説
話
の

一
光
亡
―
」
（東

洋
大
学

「文
学
論
藻
」
５２
　
昭
和
５２

・
‐２
）

『地
蔵
寺
雑
録
』
翁
河
内
長
野
市
史
』
第
七
巻
　
史
料
編
四
　
昭
和
５５
）

外
村
展
子
氏

「『破
石
集
』
に
つ
い
て
」
令
説
話
」
７
　
昭
和
５８

・
８
）
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石
田
晋

一
氏

「蓮
体
和
尚
著

『破
石
集
』
翻
刻
並
略
注
０
」
翁
み
を
つ

く
し
」
５
　
昭
和
６２

・
・０
）

後
小
路
薫
氏

「教
化
の
旅
と
説
話
―
蓮
盛
と
蓮
体
の
行
脚
―
」
翁
解
釈

と
鑑
賞
」
５５
‐
３
　
平
成
２

●
３
）

石
田
晋

一
氏

弓
破
石
集
』
翻
刻
並
略
注
②
」
「
み
を
つ
く
し
」
６
　
平

成
２

・
１２
）

西
島
孜
哉
氏

「出
版
禁
令
と
書
津

・
作
者
―

『破
石
集
』
を
題
材
と
し

て
―
」
翁
鳴
尾
説
林
」
４
　
平
成
８

ｏ
９
）

堤
邦
彦
氏

「富
と
近
世
説
話

「奸
商
の
悪
報
―
両
枡
説
話
の
近
世
的
展

開
Ｌ

（「説
話
文
学
研
究
」
３６
　
平
成
１３

・
６
）

［付
記
］
本
稿
は
、
仏
教
文
学
会
本
部
例
会

（平
成
十
八
年
十
二
月
九
日
）
で

の
口
頭
発
表
の
一
部
を
論
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
資
料
閲
覧
な
ど
に
あ
た

り
御
高
配
を
賜

っ
た
諸
機
関
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
『沙

石
集
』
の
写
本
類
は
、
写
真
版
で
確
認
し
た
も
の
が
多
い
。
そ
の
閲
覧
に
関

し
て
は
、
荒
木
浩
氏
に
御
高
配
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

（や
ま
ざ
き

。
じ
ゅ
ん
　
本
学
大
学
院
特
任
研
究
員
）
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